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経済･政治研究所主催 平成 26 年度 産業セミナー一覧

回 開催日時 報　告　者 テ　ー　マ 場　　所 担　当　班

205 6 月18日（水）
13：00～16：10

谷合　佳代子
（委嘱研究員、大阪産
業労働資料館館長）

三池炭鉱の記憶と大阪
―『むかし炭鉱、いま原発　三
池炭鉱炭じん爆発50年展』を振
り返って

尚文館 1階
マルチメディア
AV大教室

大阪の社会労働
運動と政治経済
研究班橋口　勝利

（研究員、政策創造学
部・准教授）

近代日本紡績業と労働者

206 10月15日（水）
13：00～16：10

施　學昌
（主幹、総合情報学部
教授）

太陽花（ひまわり）が訴えてい
るもの
―台湾の学生運動が中・台経済
関係に与える影響―

りそな銀行
大阪本社
地下 2階講堂

東アジア経済・
産業研究班

伊佐田　文彦
（研究員、総合情報学
部教授）

新興国における国際経営モデル
の変化と組織の多様性

207 11月19日（水）
13：00～16：10

小井川　広志
（研究員、商学部教授）

韓国の対外援助政策：日本との
比較から

りそな銀行
大阪本社
地下 2階講堂

朝鮮半島におけ
る経済と政治研
究班

石丸　次郎
（委嘱研究員、ジャー
ナリスト、アジアプレス
大阪事務所代表）

対北朝鮮人道支援はどうあるべ
きか
～役立つ支援と有害な支援～

208 12月 3 日（水）
13：00～16：10

草郷　孝好
（主幹、社会学部教授）

地方自治体の幸せ社会構築の取
り組みに見るアクション・リサー
チ りそな銀行

大阪本社
地下 2階講堂

市民自治力向上
とアクション・
リサーチ研究班松井　修視

（研究員、社会学部教
授）

政府のICT政策と市民によるオ
ープンデータの活用を考える

後援：大阪商工会議所、大阪市工業会連合会、大阪市産業経営協会、株式会社りそな銀行
対象者：企業経営者、スペシャリスト及び企業・行政関係者
［初回（S37.11.22）から53年目］
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回 開催日時 報　告　者 テ　ー　マ 場　　所 備　　考

202 12月16日（火）
15：00～17：00

総合テーマ
　市民主体の地域発展指標の開発と活用
　　～ 日米における地方自治体レベルの幸せなまちづ

くりの取り組み～

グランフロント大
阪北館 7 階大阪
ガス㈱エネルギ
ー文化研究所都
市魅力研究室

関西大学社会
的信頼システム
創 生センター
（STEP）、大阪
ガス株式会社エ
ネルギー・文化
研究所（CEL）
共催、市民自
治力向上とアク
ション・リサーチ
研究班後援

Patrick Guyer
（米国社会科学院Measure of 
Americaプログラム主席統計
官）

カリフォルニア州ソノ
マ郡などの事例を中心
に紹介

草郷　孝好
（関西大学社会学部教授、市民
自治力向上とアクション・リ
サーチ研究班主幹）

愛知県長久手市など
の事例を中心に紹介

203 12月20日（土）
15：00～16：30

若林　直樹
（京都大学経営管理大学院教
授）

関西におけるバイオテ
クノロジークラスター
の発展と課題

尚文館 1階
マルチメディア
AV大教室

204 1 月10日（土）
15：00～16：30

園田　茂人
（東京大学大学院情報学環＆
東洋文化研究所教授）

中国の台頭は脅威か、
チャンスか：
アジア学生調査第 2
波調査の結果を読み解
く

尚文館 1階
マルチメディア
AV大教室

対象者：学生・社会人
［初回（S55.5.14）から35年目］

経済･政治研究所主催 平成 26 年度 公開講座一覧
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経済･政治研究所 平成 26 年度 公開セミナー一覧

回 開催日時 報　告　者 テーマ 場　所 担当班

1
平成26年
6 月30日（月）
14：00～16：30

山下　裕子
（NPO法人GPネットワーク理事）
＜コメンテーター＞
宮本　匠
（委嘱研究員、京都大学防災研究所）

市民が幸せになる公共
空間のつくりかた

児島惟謙館
2階
第 2会議室

市民自治力向
上とアクショ
ン・リサーチ
研究班

2 10月 4 日（土）
13：20～17：00

総合テーマ
現代中国の都市経営と管理会計（メルコ学術振興財団共催）

尚文館 1階
マルチメディア
AV大教室

東アジア経済・
産業研究班

劉　平
（上海社会科学院副教授、関西大
学招へい研究員）

上海における創造都市
づくり

卜 志 強
（大阪市立大学商学部准教授）

中国企業における管理
会計の展開

謝 志 華
（北京工商大学副学長、教授）

中国の管理会計の特徴
と課題　―事例を中心
として―

3 10月17日（金）
16：30～19：00

竹端　寛
（山梨学院大学法学部教授）
＜コメンテーター＞
室田　信一
（委嘱研究員、首都大学東京都市
教養学部准教授）

アクションリサーチの
枠組み外し

児島惟謙館
2階
第 2会議室

市民自治力向
上とアクショ
ン・リサーチ
研究班

4 11月 7 日（金）
15：00～17：30

藤井　隆至
（帝京大学経済学部教授）
＜コメンテーター＞
村井　雅清
（被災地NGO恊働センター代表）
草郷　孝好
（AR研究班主幹、関西大学社会学
部教授）

柳田国男と協同組合
児島惟謙館
2階
第 2会議室

市民自治力向
上とアクショ
ン・リサーチ
研究班

5 11月17日（月）
10：30～12：00

篠田　徹
（早稲田大学社会科学総合学術院
教授）

大阪社会労働運動史
におけるトランスパシフ
ィック・サンディカリス
ムの伝統

児島惟謙館
2階
第 2会議室

大阪の社会労
働運動と政治
経済研究班

6 12月15日（月）
15：00～17：30

Patrick Guyer
（米国社会科学院アメリカ社会発
展測定プロジェクト主席統計官）
＜コメンテーター＞
岡本　由美子
（同志社大学政策学部教授）

The Measure of 
America Approach to 
Gauging Well-Being 
and Opportunity in the 
United States: Concept 
and Application at the 
Community-Level

児島惟謙館
2階
第 2会議室

市民自治力向
上とアクショ
ン・リサーチ
研究班

7
平成27年
2 月10日（火）
14：30～16：30

総合テーマ
内部映像・文書から見る金正恩の「唯一領導体系の確立」

児島惟謙館
2階
第 2会議室

朝鮮半島にお
ける経済と政
治研究班

石丸　次郎
（委嘱研究員、ジャーナリスト、ア
ジアプレス・インターナショナル
大阪事務所代表）

北朝鮮の最高規律「10
大原則」の実態

白　昌龍
（脱北者）

「10大原則」は実社会
でどのように運用され
ているか
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